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子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
に
お
け
る
支
援
対
象
地
域
に
関
し
て
政
府
に
お
け
る
科
学
的
見
解
等
に
関
す
る
質
問

主
意
書

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、
極
め
て
広
範
囲
の
地
域
に
お
け
る
放
射
能
汚
染
を
招
い
た
。

子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
は
、
年
間
被
ば
く
線
量
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
と
成
る
避
難
指
示
区
域
の
み
な
ら
ず
、
一
定

の
基
準
以
上
の
被
ば
く
線
量
と
な
る
地
域
に
つ
い
て
自
主
的
避
難
を
す
る
者
な
ら
び
に
居
住
継
続
者
の
い
ず
れ
も
支
援
対
象
と

し
、
平
成
二
十
四
年
に
与
野
党
全
会
派
一
致
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
四
日
、
復
興
庁
浜
田
副
大
臣
か
ら
原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
委
員
長
に
あ
て
た
文
章
に
お
い

て
、
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
に
お
け
る
支
援
対
象
地
域
に
関
し
て
「
科
学
的
に
は
、
支
援
対
象
地
域
は
縮
小
・
廃
止
す
べ
き

状
況
で
あ
る
」
と
記
述
し
、
田
中
委
員
長
に
対
し
て
「
専
門
家
か
ら
改
め
て
、
支
援
対
象
地
域
の
線
量
は
、
現
在
、
既
に
避
難

す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
旨
の
見
解
を
確
認
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
問
う
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
こ
れ
は
、
支
援
対
象
地
域
は
避
難
す
べ
き
状
況
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
自
主
避
難
者
へ
の
科
学
的
反
論
を
も
示

す
も
の
に
な
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
副
大
臣
名
で
の
公
開
文
章
の
内
容
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一



一

子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
は
、
放
射
能
が
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
危
険
に
つ
い
て
科
学
的
に
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
個
人
の
選
択
を
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
政
府
は
、
放
射
能
の
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
危
険
に
つ

い
て
科
学
的
に
解
明
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
如
何
。

二

副
大
臣
が
「
科
学
的
に
は
、
支
援
対
象
地
域
は
縮
小
・
廃
止
す
べ
き
状
況
で
あ
る
」
と
述
べ
る
根
拠
と
成
る
科
学
的
知
見

の
内
容
に
つ
い
て
表
明
さ
れ
た
い
。

三

支
援
対
象
地
域
か
ら
の
自
主
避
難
者
に
対
し
て
の
「
科
学
的
反
論
を
も
示
す
」
こ
と
の
目
的
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
如

何
。

右
質
問
す
る
。

二


